
第５学年 国語科学習指導案 

令和４年６月８日(水)  

５年 組(男子 名 女子 名 計 名) 

授業者 伊集 旭寿 

 

１ 単元名   「資料を使って調べたことを報告する文章を書こう」  

 

２ 教材名   「環境問題について報告しよう」 (出典：東京書籍 『新しい国語 ５年』) 

 

３ 単元目標 

(1) 原因と結果など情報と情報との関係について理解することができる。 

【知識及び技能(2)ア】 

 (2) 筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えることができる。 

【思考力，判断力，表現力等Ｂ(1)イ】 

(3) 引用したり図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工 

夫することができる。              【思考力，判断力，表現力等Ｂ(1)エ】 

 (4) 文章全体の構成や展開を考え、引用したり図表やグラフなどを用いたりして、書き表し方を工

夫して調べたことを報告する文章を書こうとする。     【学びに向かう力，人間性等】 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①原因と結果など情報

と情報との関係につ

いて理解し，文章の

中で使っている。

【(2)ア】 

①「書くこと」において，筋道の通った文章とな

るように、文章全体の構成や展開を考えてい

る。【Ｂ(1)イ】 

②「書くこと」において，引用したり，図表やグ

ラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わる

ように書き表し方を工夫している。【Ｂ(1)エ】 

①文章全体の構成や展開を考え、

引用したり図表やグラフなどを

用いたりして、書き表し方を工

夫して調べたことを報告する文

章を書こうとしている。 

 

５ 単元設定の理由 

 （１）教材について 

本単元の重点指導事項は、学習指導要領における【思考力，判断力，表現力等】の「Ｂ書く 

こと」(１)イ「筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えること。」エ「引

用したり図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫するこ

と」である。イの「筋道の通った」は学年目標の（２）「筋道立てて考える力」の育成を受けて

今回の改訂で明記された部分でもある。また、エは第４学年までにはない指導事項であり、引用

や図表を用いることは自分の考えや表現の根拠となり、それを活用することで、より相手に伝わ

りやすい文章になる。 

本単元では、環境問題について調べ、それに関係する資料を収集し、収集した資料を活用して

報告する文章を書くという活動を設定した。そして、その活動を通して、筋道の通った文章とな

るように、文章全体の構成や展開を考えて書く力を身につけることを目標とした。 

教科書教材で例として挙げられている環境問題は地球温暖化であるが、環境問題には他にも

様々な問題がある。ここでは、児童がより身近に感じやすいテーマに絞り、調べ学習を進めてい

く。調べる手段としては、本やインターネット等を活用するが、児童がいつでも調べられるよう

にあらかじめテーマに合った本を集め、並行読書ができるようにする。 

 



 （２）児童について 

本学級は少人数の学級であるため、児童一人一人の関わり合いが多く、男女共に仲の良い明る

い学級である。児童はこれまでに、新聞やポスターを題材として、図表やグラフ、写真などの資

料が用いられている様々な形式の文章について学習している。しかしながら、複数の資料から読

み取った情報を相互に関係付けたりしながら必要な情報を読み取ったうえで、それらを的確に用

いて文章を書く力を十分に身についているとは言えない。 

本学級の児童に、国語に対するアンケートをとった結果、「国語の学習は好きですか」の質問に

対して「とても好き・好き」と回答した児童は７５％と国語に対しての意欲は高いことがわかっ

た。一方で、「文章や自分の考えを書くことは好きですか」に対しては、「あまり好きではない・

きらい」と回答した児童は４５％であった。理由は、『どのように書けばいいのかわからない。』

や『どのようにしたら、相手に伝わるのか考えるのが苦手だから。』との回答だった。このことか

ら、【書くこと】に対する苦手意識があり、書き表す工夫がわからない児童が半数程いることが伺

える。この結果を受けて、児童が本単元の中で調べたことを報告するために資料を活用して文章

を書き表す工夫や論の進め方などを習得し、今後の学習でもいかせるような学習を設定していき

たいと考えた。 

（３）指導について 

調べたことを報告する文章を書くために、まず様々な情報を収集して、自分が調べたいこと（事

実）について理解していく必要がある。また、調べて分かったことが増えていくにつれ、それを

整理することも後の書く活動に向けて重要になってくる。さらに、単元名に「資料を使って」と

あるように、調べたことの報告だけでなく、図や表、文の引用などの資料を活用することも言語

活動にある。児童は、自分の報告したいことや考えの根拠となる資料を取捨選択し、その資料を

踏まえて構成を考えたり整えたりして書く力が必要になってくると考える。 

このように、単元の中で「情報収集」「資料の取捨選択」「構成の検討」「考えの形成」「考えの

記述」など様々な活動が設定されているが、これらを切り離さずに進めていくには手立てが必要

であると考えた。そこで、「視点を明確にした振り返り」を単元を通して計画的に位置付け、取捨

選択した資料が書き表したい内容の根拠になっているか、文章の書き表し方は相手に伝わる構成

になっているか等を確認できるようにする。また、振り返りの後には「交流活動」を行い、友達

の意見等も取り入れられるようにする。交流活動を通して児童自身が資料を見直したり内容の検

討をしたりして、より相手に伝わる書き表し方になっているかを確認・修正しながら文章をより

良くしていけるようにする。 

 

６ 単元の指導と評価計画 

          

時 

学習目標  〇学習活動 ・指導上の留意点 評価規準 

(評価方法等) 

第

一

次 

１ ・モデル文などか

ら、学習課題を

確認し、地域の

方に向けて発信

する文章を書く

という学習の見

通しを持つこと

ができる。 

・様々な資料の効

果についてわか

る。 

 〇報告する文章を書く

学習に向けての学習

課題を設定し、身に

付けたい力を確認

し、学習の見通しを

もつ。 

〇書く目的や相手を確

認する。 

〇２つのモデル文か

ら、資料の効果につ

いて考える。 

・町役場や公民館に掲示

し、発信することを伝

え、相手や目的意識を

持ち活動に取り組める

ようにする。 

・資料がある文章とない

文章を対比させること

により、資料の効果に

ついて考えられるよう

にする。 

【知・技①】 

原因と結果な

ど情報と情報

との関係につ

いて理解して

いる。（発

言・調査メ

モ・思考ツー

ル・行動観

察・タブレッ

ト写真デー

タ） 



  
並
行
読
書 

 

自
分
が
調
べ
た
い
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
本
を
読
む 

〇様々な分野から自分

が興味のある分野を

選ぶために資料を読

む。 

・基本的なテーマを提示

し、児童自身が興味の

ある分野を探れるよう

にする。 

第

二

次 

２ ・基本的なテーマ

から、自分が興

味のある分野を

選ぶことができ

る。 

・選んだ内容につ

いて調べること

ができる。 

・資料の出典のメ

モ(記録)の取り

方がわかる。 

〇様々な環境問題か

ら、自分の調べる分

野を決定する。 

〇調べて分かったこと

を調査メモや思考ツ

ールに記入する。 

 

・引用する文章や資料は

出典をはっきりさせて

おくよう指導する。(タ

ブレットの活用) 

・どんなことを調べれば

いいのかを考えさせ、

それが文章構成にもつ

ながることに気付ける

ようにする。 

  〇知りたいことに関す

る情報や資料を、本

やインターネットを

活用して集める。 

 

・授業内だけでは集めら

れない資料などを、本

やインターネットなど

から収集する時間を設

ける。 

３ ・複数の資料から

自分の考えに合

った資料はどれ

か考え、取捨選

択できる。 

・自分の活動を振

り返り、その振

り返りを基に友

達と交流し、考

えを生かすこと

ができる。 

〇より良い書き表し方

のために、複数の資

料（図・グラフ・

表・写真）からどれ

が効果的か考える。 

〇自分の収集した資料

はどれが効果的か、

取捨選択したものを

振り返る。 

〇振り返りを基に友達

と交流し、資料の見

直しをする。 

・モデル文と複数の資料

を対応させて、実際に

取捨選択する方法を全

体で確かめる。 

・「取捨選択した資料が

書き表したい内容の根

拠になっているか」視

点を明確にして振り返

らせ、友達と確認する

ように指導する。 

・思考ツールを活用して

自分の考えが可視化さ

れるようにする。 

【知・技①】 

原因と結果な

ど情報と情報

との関係につ

いて理解して

文章の中で使

っている。

（思考ツー

ル・文章） 

【思・判・表

①】 

筋道の通った

文章となるよ

うに、文章全

体の構成や展

開を考えてい

る。（発言・

思考ツール・

文章） 

【思・判・表

②】 

引用したり、

図表やグラフ

などを用いた

りして、自分

の考えが伝わ

るように書き

表し方を工夫

している。

（思考ツー

ル・行動観

４ ・前時で確認した

ことを生かし、

関連資料の再収

集をすることが

できる。 

〇前時を受けて、資料

収集の修正または再

収集を行う。 

〇資料の読み方（わか

ること）を再度確認

する。 

・資料からわかることを

書き表すことが、報告

する文章に生かされる

ことを気付けるように

指導する。 

５ ・調べたことの報

告の順序と資料

の提示の順序や

配置などを思考

ツールにまとめ

ることができ

る。 

〇調べたことを読み手

に報告するために、

文章全体の構成をど

のようにするのかを

考え、思考ツールに

整理する。 

 

・バッドモデルを掲示す

ることで、「はじめ」

「中」「終わり」の各

部分に書く内容の大体

と適切な資料の配置の

仕方について気付ける

ようにする。 

・内容のキーワードにな

る言葉を箇条書きで簡

単に書けるように指導

する。 



６ 

 

・交流活動を通し

て、文章全体の

構成や展開につ

いて見直すこと

ができる。 

 

〇自分の思考ツールを

見直し、相手に伝わ

る文章構成や資料の

提示になっているか

友達と交流し確かめ

る。 

〇文章全体の構成や展

開について見直す。 

・視点を明確にして振り

返り、互いに評価し合

うことで、読み手に伝

わる構成や資料の提示

になっているかを確認

できるようにする。 

・適切な接続語の確認も

合わせて確認できるよ

うにする。 

察・文章） 

【態度①】 

文章全体の構

成や展開を考

え、引用した

り図表やグラ

フなどを用い

たりして、書

き表し方を工

夫して報告す

る文章を書こ

うとしてい

る。（行動観

察・文章） 

７ ・自分の考えと関

連付けられた資

料を用いて報告

する文章を書く

ことができる。 

〇取捨選択した資料と

思考ツールに基づい

て報告する文章を書

く。 

〇視点に沿って振り返

り、推敲する。 

・書き表し方の工夫など

についてチェックする

視点を提示し、視点に

沿って書き表したり推

敲したりできるように

する。 

第

三

次 

８ ・互いの文章を読

み、良い点を伝

え合い、書き表

し方の工夫につ

いて振り返るこ

とができる。 

〇文章を読み合い、良

い点を共有して学習

全体を振り返る。 

〇報告する文章を書く

ために、どのように

書き表し方を工夫し

たのかを振り返る。 

・書き表し方の良さを伝

え合い、自分の文章の

良い点に気付けるよう

にする。 

（１）本時の目標(３／８時) 

・複数の資料から書き表したい内容に合った資料はどれか考え、取捨選択できる。 

・学習活動を振り返り、その振り返りをもとに友達と交流し、考えを確かめ合うことができる。 

（２）本時の展開 

過

程 

○学習活動 ・内容 

□主な発問等 

◇指導上の留意点 

Ｃ：予想される児童の反応 

【評価規準】 

（方法） 

導

入 

５

分 

 

 

 

○振り返りシートを活用して本

時の学習の見通しを持つ。 

 

○本時のめあてを立てる。 

 

◇視点を明確にし、本時がどの振り返りの

視点項目と関わってくるのかを確かめ

る。 

 

 

 

 

 

 

展  

開  

 

 

 

３

５

分 

 

 

 

○教師のモデル文を例に全体で

確認する。 

□調べた内容に合う資料を選ぶ

とすると、どちらが合いそう

ですか。 

 

 

○児童自身の調べたことと資料

を照らし合わせて、確認する。 

・タブレットで記録した資料を

確認する。 

 

 

◇複数の資料から内容により適した資料

はどれか、理由も合わせて確認する。 

Ｃ：一目で分かりやすい図は、Ａの図だと

思います。 

Ｃ：問題点の様子が伝わりやすいのはＢの

図だと思います。 

 

◇振り返りの視点を与え、その視点に沿っ

て資料の取捨選択ができるようにする。 

Ｃ：私は、○○の説明をしたいから、こ

の図を使った方が相手に分かりやすく

なりそうだな。 

 

 

 

【思・判・表②】 

引用したり、図表

やグラフなどを用

いたりして、自分

の考えが伝わるよ

うに書き表し方を

工夫している。

（思考ツール・行

動観察） 
 

 

めあて 

自分の書き表したい内容に合った資料を選び、それを交流して確かめ合おう。 



○自分の選んだ資料が内容に合

っているか、交流を通して見

直す。 

・同じテーマの者同士で視点に

沿って考えを伝え合う。 

◇相手の説明と資料が合っているか、分か

りやすいか等を確認し合えるように、や

りとりの例を掲示する。 

◇指摘が注意のみにならないように伝え

る。 

【態度①】 

引用したり図表や

グラフなどを用い

たりして、書き表

し方を工夫しよう

としている。（思考

ツール・行動観

察） 

 

 

 

終

末

５

分 

○振り返りを書く 

□資料はどのように選ぶと良か

ったですか。 

□交流して良かったなと思うこ

とはありましたか。 

 

◇めあてに沿って振り返るように伝える。 

Ｃ：自分では良いと思った資料だったけど

○○さんに見てもらって、もっと良い資

料の方が良さそうだったので、次はそれ

を探したい。 

（４）板書計画 
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図Ａ 

図Ｂ 

・
一
目
で
見
や
す
い 

・
内
容
に
合
っ
て
い
て
説
明
し
や
す
い 

図Ｃ 

図Ｄ 

・
報
告
し
た
い
こ
と
に
、
よ
り
合
っ
て
い
る 

 

③
原
因
：
二
酸
化
炭
素
の
増
加
「
ま
る
で
毛
布
の
よ
う
」 

②
問
題
：
雨
の
ふ
り
方
が
激
し
く
な
る
→
災
害
→
人
に
も
被
害 


